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鈴木正三・重成公ゆかりの天草を訪ねて   第 7 回目  

 

 

天草と東海地方とのつながり   

１．  天草  芳證寺（細川興秋）と  岡崎  細川城址、蓮性寺  

 

 

1-1  蓮性寺に残された細川家の家系図  

 

    鎌倉時代  足利一族の足利義季（よしすえ）  三河の細川郷へ。細川義季  

    鎌倉時代末期  細川家五代細川頼之（よりゆき）細川郷で誕生。義満の執事  

    戦国時代  細川家の支流から細川藤孝（ふじたか）。  

    江戸時代初期  細川藤孝の長男、忠興（ただおき）が活躍。正室、ガラシャ  

    江戸時代初期  細川忠興の次男、興秋（おきあき）  

                  天草で 300 年間、秘匿の事実  

 

 

1-2  天草  五和町  芳證寺の「證」と  足助  上八木  宗源寺の「澄」  

 

 

1-3  細川藤孝以降の細川家の流れ  

 

    細川藤孝は室町幕府 13 代将軍・足利義輝に仕える。  

    織田信長に従い、丹後国宮津 11 万石の大名となる。  

    織田信長の薦めで、長男忠興と明智光秀の娘玉（後に細川ガラシャ）が婚姻。  

    本能寺の変。親戚である明智光秀の要請を断り、剃髪し家督を忠興に譲る。  

    忠興は正室玉（光秀の娘）を丹後国に幽閉。  

    忠興は豊臣秀吉に従い、小牧・長久手の戦いに参戦。  

    関ヶ原合戦の前、会津上杉征伐の徳川家康に従う。  

    大坂で留守を守った細川ガラシャは石田三成軍に囲まれ自刃。  

    関ヶ原合戦で東軍として石田三成本隊と戦闘。  

    大坂の陣。忠興と三男忠利は徳川軍。次男興秋は豊臣軍。  

    三男忠利は熊本 54 万石次男興秋は伏見の東林院で切腹。天草で 300 年間、秘匿  
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東南アジアの仏教  

 

私たち日本人の仏教は大乗仏教と呼ばれています。大ということは、どこかに小さいも

のもあるわけで、それは小乗仏教と呼び、何となく東南アジアの仏教のことを指している

と思っている人も多いようです。本講義では私たちが仏教と思っている大乗仏教が世界的

には実は少数派であることを概説し、メジャーである上座仏教の特徴を簡単にスケッチす

ることを通して、仏教書を読んだだけでは分からない大乗仏教の特色をあぶり出していき

ます。  

 

１－世界の仏教事情  

・ミャンマーのお坊さんが日本のお寺巡りをしたら・・・  

・世界的な瞑想ブーム  

・日本の仏教は変わり者？  

２－上座仏教（テーラワーダ仏教）とは  

・根本分裂  

・小乗仏教は存在しない  

・ミャンマーのお坊さんの一日  

・戒律について  

・お経とは何か  

３－大乗仏教との相違点  

・二つの涅槃経  

・永遠と無常  

・大乗仏教は異端なのか？  

 

＜参考文献＞  

涅槃経を読む  高崎直道  岩波書店  

大乗仏教の誕生  高崎直道監修  春秋社  
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